
第 11 回 例題 

 

 

(1)    （兄）  （弟） 

       20 分  30 分 

  時間の比 2  :  3 

   速さの比 3  :  2 

同じ時間内に進んだ道のりの比も 

      ③ ： ② 1 周が⑤なので 

 

 

 

 

 

（別解） 

ここで兄の速さを毎分３とすると， 

池のまわりの長さは， 

  3x20=60 となります。 

  

 

 

兄で考えると， 

20 分の
3

3+2
 進んだとこ

ろで出会った。 

20 x 
3

3+2
 = 12分後 

 

 

 

12 分後 
 

(2) 

 

 

 

 弟の道②にかかる時間がわかればよい。 

上の図より，弟は 道① を 5 分かかるので， 

  5x2=10 分後 

 

（別解） 

 
          10÷(3-2)=10 分 

 

10 分後 



 

[円周を直線にした

図] 

 

9.6 分 

(3) (2)の方法でＢ君がかかる時間を計算

します。 

B 君は，道 3 を 6 分かかていますから 

道 8 は？ 

 6x
8

3
=16 分 

  9.6 分と 16 分の最小公倍数 48 分 

ごとに出発地点で出会います。 

    ↓ 

 A 君は 48÷9.6=5(周)します。 

 

48 分後 

5 周 

(2)速さの比は，同じ時間内に進む 

道のりの比と同じですから， 

Ａ君は道５を進むのに 6 分かかって 

います。したがって， 

道 8 進む時間は， 

6x
8

5
=9.6 分 

 

（注）9.6 に 5 をかけると整数になります。 

  9.6x5=48 なので，この 48 と 16 の最小公倍数は

48 になります。 

 

[円周を直線にした図] 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20x
3

2
=30 分 

 

 

 

 

 

 

AB間を 道 5 とすると，妹は道 2 を 12分か

かっているので， 

道 1 は(12÷2=)6 分 

道 5 は(6x5 =)30分 

[別解] 

 

 

 

 

兄・・・80 分 

妹・・・120 分 

 

兄・・・80 分 

妹・・・120 分 

兄で考えると， 

AD:DB=12分：8 分 

    =3 : 2 より 

AD と DB の道のりの

比も 3 : 2 となる。 

 

(1) 2 人がはじめてであった場所を D とすると， 

 兄は AD 間を 12 分，DB 間を 8分 

 妹は DB 間を 12 分かかっています。 

30 分後 

(2)  

(1)において，兄の DB の道のりの 2 は 

同じ時間内に妹が進んだ道のりです。 

したがって， 

兄と妹の速さの比は 3 : 2 と考える

ことができます。     

         

 

 

 

 

1 回目の出会い(D)から 2 回目の出会い

(C)まで兄がかかった時間は， 

60-12=48分で 

ここは道３にあたります。 

48÷3=16 分・・・道 1 

16x5=80 分・・道 5(兄の 1 周) 

妹は道 2 を 48分なので， 

48÷2x5=120 分・・・妹の 1 周 

  

 

 

 

30 分後  

兄・・・80 分 

妹・・・120 分 



 

 


